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 平成 19 年 3 月 24 日(土)、武蔵野大学にて称号記授与式 

が行われました。 

平成 18 年度は６名の「市民修士」、19 名の「市民学士」、 

71 名の「市民準学士」が誕生し、49 名の自由大学生が 

称号記授与式に参加しました。 

 当日は長倉自由大学学長、武蔵野地域五大学学長、市長、 

教育長が出席しました。称号記授与後、長倉自由大学学長 

の挨拶があり、市長からお祝いの言葉をいただきました。 

 

〈称号記授与要件〉 

市民準学士：10講座以上修了していること 

市民学士  ：20講座以上修了していること 

市民修士  ：30講座以上修了していること 

市民博士  ：50講座以上修了していること 

 
現在の講座数をお知

りになりたい方は、

自由大学事務局まで

ご連絡下さい。 
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         称号記授与式 懇談会レポート 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局からのお知らせ 

称号記を自由大学事務局にてお渡しします 
 

称号記授与式をご欠席された方の「称号記」を武蔵野地域自由大学事務局にて保管 

しています。当日ご欠席された授与対象者の方は、「称号記」をお渡しいたしますので 

事務局までお越しください。（平日 午前 10時～午後 5時） 

 
 

 
 

 

 

 

平成９年から開催している講座で、五つの大学のキャンパスを４回ずつ全２０回、順番に会場とするものです。 

幅広く学ぶことにより皆様のこれからの研究テーマを発見するきっかけになると思いますので、積極的にご応募く

ださい。ご好評いただいている人気の講座です。 
 

■時間：午後１時 30 分～３時     ■対象：武蔵野地域自由大学生及び市内在住・在勤・在学の方 

 ■定員：120 名（超えた場合は抽選） ■費用：5,000 円（資料代）講座初日に会場でお支払いください。 

 

５月１
．．．

8
．
日（金）必着
．．．．．．

 
申込み方法 

自由大学生の方は、電話またはﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでお申込みください。 
電話自由大学事務局２０－６３４０  ＨＰhttp://www.jiyu-musashino.org/ 

 

 

 

 称号記授与式終了後、第２

部として、称号記授与者と自

由大学学長・五大学学長・市

長・教育長との懇談会が行わ

れました。 

 懇談会は、自由大学学長・

五大学学長の挨拶の後に、各

学長・市長・教育長を囲んで

の和やかな雰囲気の中で開催

されました。 

貴重な時間の中で、皆さま

学長のお話に耳を傾け、また

自らの人生経験や授業内容な

どについてお話をされ、非常

に有意義な時間となりまし

た。 

 

修了証授与要件（各大学２回以上出席し全体で

１５回以上出席したとき１講座と数えます） 
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<<武蔵野地域五大学共同教養講座日程表>> 

各土曜日 午後１時 30分～３時 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
寄付講座とは、企業や個人が大学に「奨学寄付金」を寄付して開設する特設講座を自治体として導入した

ものです。平成１１年から実施しています。詳細は７月１５日の市報に掲載し、募集しますので、ご覧の

上お申し込み下さい。内容は予定ですので、変更になる場合もあります。ご了承下さい。 

■ 対 象：武蔵野地域自由大学生及び１８歳以上で市内在住・在勤・在学の方 

■ 費 用：5,000 円（資料代） 

■ 定 員：各講座５０名（中近東文化センターは１００名、超えた場合抽選） 

■ 必要なもの：顔写真、同意書（受講決定後、資料代とともに必要です） 

健康診断書（胸部レントゲン結果と総合所見のある１年以内《１8 年 9 月以降》のもの） 
 

回 期日 サブテーマ 講師 

「米州関係におけるアメリカ合衆国～一国主義の源泉と変容～」 東京女子大学 

１ 6/2 米州におけるアメリカの覇権～アメリカ人の愛国心をくすぐる「モンロードクトリン」とは～ 

尾尻  希和 
(現代文化学部 専任講師) 

２ 6/9 ラテンアメリカ左翼革命への対応～キューバ革命とニカラグア革命が受容されない理由～ 

３ 6/16 ラテンアメリカ左派政権～「左派」の定義の難しさ～ 

４ 6/23 ヒスパニック脅威論～移民の何が恐れられるのか～ 

        「生活に密着した理工学と科学技術」             成蹊大学 
５ 7/7 新幹線はなぜ“カモノハシ”に？－列車高速化を支える環境技術－ 小川 隆申（理工学部 教授） 

６ 7/14 油脂と健康－栄養と美味しさから機能性へ－ 原 節子(理工学部 教授) 

７ 7/21 スポーツと眼－何をみて行動をとるのか？－ 武藤 健一郎（理工学部 准教授） 

８ 7/28 経営効率評価手法を用いたスポーツ（野球とサッカー）選手の評価 上田 徹（理工学部 教授） 

                「現代社会の諸問題」                 武蔵野大学 
９ 9/1 無党派とは何か－無党派の急増、変質とその後 

荒木 義修 
（現代社会学部 教授） 

10 9/8 わが国の市民性の発見－投票義務感の浸透と社会資本の蓄積 

11 9/15 歴史学との対話－歴史を反実仮想と複雑性理論でひも解く 

12 9/22 家族の変容と暴力－児童虐待発生の社会経済的要因 

「世界の食の安全」              日本獣医生命科学大学 

13 10/6 世界の食の安全とリスク分析 松木 洋一（応用生命科学部 教授） 

14 10/13 草から食べ物を作る術-あこがれの国・ニュージーランドの生活と牧畜- 小澤 壮行（応用生命科学部 准教授） 

15 10/20 わが国におけるＢＳＥの感染経路と今後の対策について 木村 信熙（応用生命科学部 教授） 

16 10/27 ＥＵの食品安全管理と有機フードチェーン開発 永松 美希（応用生命科学部 准教授） 

               「東南アジアの現在・未来」               亜細亜大学 
17 11/10 東南アジアとは～多様性と経済発展 

石川 幸一 
（亜細亜大学 ｱｼﾞｱ研究所 教授） 

18 11/17 ASEAN の創設と発展 

19 11/24 アジア通貨危機と東南アジア 

20 12/1 東南アジアの将来を考える～地域統合・日本および中国との関係 
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● 武蔵野大学 ● 
ﾃ ｰ ﾏ：「マイ・ケアプラン－ケアプランを自分で立てよう！」 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：佐藤 信人（武蔵野大学現代社会学部社会福祉学科 教授） 

期 間：平成 19年 9月 24日～12月 17日(全 12回) 

曜日・時間：月曜日・午前 10時 40分～12時 10分 

内   容：  

介護保険制度のケアプランは、高齢者本人やご家族が作成することもできます(自己作成）。ケアプラ

ンは、その内容次第で高齢者本人やそのご家族の生活の質を大きく左右するものですから、ケアマネジ

ャーに全てお任せするべきものではありません。ケアプランを自己作成し「自分の生活は自分で決めて

いく」姿勢を持つことはたいへん重要です。介護生活を自らのこととして真剣に受け止め、ケアプラン

自己作成に挑戦してみましょう。 

回 月 日 テ ー マ 講  師 

1 9／24（月） 
介護保険制度とマイケアプラン 

ケアプラン自己作成の位置付け 
講義 佐藤信人（武蔵野大学 教授） 

2 10／ 1（月） 人が介護保険制度に出会うとき 講義 小松美智子（武蔵野大学 助教授） 

3 10／ 8（月） ケアプランを市民が自己作成することの意味 
導入 佐藤信人（武蔵野大学 教授） 

講義 全国マイケアプランネットワーク 

4 10／15（月） 
ケアプラン自己作成の概要説明 

自己作成の経験談 

導入 佐藤信人（武蔵野大学 教授） 

講義 全国ﾏｲｹｱﾌﾟﾗﾝﾈｯﾄﾜｰｸ及び自己作成者 

5 10／22（月） 
自己作成マニュアル「あたまの整理箱（介護

給付対応）」の解説 

導入 佐藤信人（武蔵野大学 教授） 

講義 全国マイケアプランネットワーク 

6 11／ 5（月） 介護給付ケアプラン作成模擬演習 
導入 佐藤信人（武蔵野大学 教授） 

演習 全国マイケアプランネットワーク 

7 11／12（月） 
自己作成マニュアル「玉手箱（予防給付対応）」

の解説 

導入 佐藤信人（武蔵野大学 教授） 

演習 全国マイケアプランネットワーク 

8 11／19（月） 予防給付プラン作成模擬演習 
導入 佐藤信人（武蔵野大学 教授） 

演習 全国マイケアプランネットワーク 

9 11／26（月） 参加者自己作成演習 
導入 佐藤信人（武蔵野大学 教授） 

演習 全国マイケアプランネットワーク 

10 12／ 3（月） 
自己作成体験から発見したことの発表（市民）、自己

作成の体験を踏まえて今後の介護や人生を考える 

導入 佐藤信人（武蔵野大学 教授） 

進行 全国マイケアプランネットワーク 

11 12／10（月） 自律した市民の要請 講義 熊田 博喜（武蔵野大学 専任講師） 

12 12／17（月） まとめ 
導入 佐藤信人（武蔵野大学 教授） 

演習 全国マイケアプランネットワーク 

 

● 亜細亜大学 ● 
ﾃ ｰ ﾏ：「現代グローカル論」 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：臼井 邦彦（亜細亜大学経済学部 准教授） 

期 間：平成 19年 9月 25日～平成 20年 1月 8日(全 13回) 

曜日・時間：火曜日・午後 2時 30分～4時 

内 容： 

我々の地域社会は、公共部門、民間部門、ＮＰＯやその組織の人々などが日常的に行う、さまざまな

分野の活動により成立している。 

    活動分野は、金融・財政改革、公営事業、インフラ整備、自治体経営、ＮＰＯ・公益法人活動、地域

福祉（高齢者福祉・障害者福祉）、健康・食育・環境、医療・年金、文化・芸術、地域独自の義務教育・

生涯教育、情報通信事業、道路計画・都市計画・まちづくり、防災・防犯、ニート・フリーター・中高

年の就労支援など多岐にわたる。 

    これらの活動は、近年の尐子高齢化、バブル崩壊後の景気停滞、三位一体改革、金融・会計ビッグバ

ン、ＩＴ革命、教育改革、公益法人改革などにより、大きな影響を受けており、いずれも国際的潮流や

国際標準などのグローバルな視点と、我が国の特性や地域の独自性などのローカルな視点との２つの側

面から捉えることができる。 

    授業では、上記で例示した諸活動に従事する、10 程度の組織ないし専門家を選び、各々の活動を取

り巻く最新の情報と課題を講義してもらい、受講生の知識の修得や理解に努める。 

自由大学履修対象講座 

9 回以上出席で 1 講座  

自由大学履修対象講座 

9 回以上出席で 1 講座  
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● 東京女子大学 ● 
ﾃ ｰ ﾏ：「第二次世界大戦後の日米関係と文化摩擦」 

授業担当者：油井 大三郎（東京女子大学現代文化学部地域文化学科 教授） 

期 間：平成 19年 9月 26日～平成 20年 1月 9日(全 13回) 

曜日・時間：水曜日・午前 10時 55分～12時 25分 

内 容： 

第二次世界大戦後の日本は米軍の占領下で非軍事化や民主化など様々な改革を体験した。この占領

改革には米国モデルの導入という「外からの改革」という側面と同時に、日米文化の融合という面も

ある。そこで、様々な占領改革の事例をとりあげ、文化の摩擦・融合過程としての占領期の歴史的意

義を検討してみたい。 

回 月 日 テ ー マ 

1 9／26(水) 序-1   占領改革の比較文化史的研究とその意義 

2 10／ 3(水) 序-2   比較文化研究の方法 

3 10／10(水) 
第 1 章  占領改革の基本的特徴 
第 1 章-1 無条件降伏と対日占領構想 

4 10／17(水) 第 1 章-2 憲法改正－9 条と象徴天皇制の間 

5 10／24(水) 第 1 章-3 占領改革と女性解放 

6 10／31(水) 
第 2 章  占領下の経済改革 
第 2 章-1 農地改革の意義 

7 11／ 7(水) 第 2 章-2 労働改革と労働組合運動の高揚 

8 11／14(水) 第 2 章-3 財閥解体とその挫折 

9 11／21(水) 
第 3 章  米ソ冷戦と逆コース 
第 3 章-1 逆コースと追放解除 

10 11／28(水) 第 3 章-2 サンフランシスコ講和条約と第二の脱亜 

11 12／ 5(水) 第 3 章-3 高度経済成長と「アメリカニゼーション」 

12 12／12(水) 第 3 章-4 石油危機後の低成長と日米貿易摩擦 

13 1／ 9(水) 終 章 

 

● 成蹊大学 ● 
ﾃ ｰ ﾏ：「思想としてのアメリカ」 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：西崎 文子（成蹊大学法学部 教授） 

期 間：平成 19年 9月 26日～平成 20年 1月 9日(全 14回) 

曜日・時間：水曜日・午後 4時 30分～6時 

内 容： 

  1776 年、独立を控えたアメリカ植民地人に向かい、トマス・ペインは「われわれはもう一度世界を

つくり直すことができる」と宣言した。しかし、絶対王政による抑圧からの解放を理念に掲げて誕生し

たアメリカが、その後見せた姿は両義的なものであった。奴隷制の存続が南北戦争という血みどろの内

戦へと帰着する一方で、急速に発達したデモクラシーは、その可能性と危険性との両面を世界に知らし

めることになった。自由や民主主義の追求を外交目標として掲げるアメリカは、同時に軍事力による版

図の拡大と影響力の増大とに貪欲な国家でもあった。アメリカの歴史は、矛盾に満ち溢れていたのであ

る。 

この講座では、「思想としてのアメリカ」の姿を、アメリカの歴史と、アジアやヨーロッパにおける

アメリカ像の変遷との両面から探っていく。世界史から見た建国思想の意義、資本主義の発展、近代

化するアジアとの遭遇、知識人たちのアメリカ像と歴史認識―このようなテーマを検討することによ

って、アメリカのみならず現代世界の直面する問題を幅広く考えていくことにしたい。 

回 月 日 テ ー マ 講  師 

1 9／26(水) アメリカ・ナショナリズム－アメリカという国家の成り立ち 古矢 旬（北海道大学法学部） 

2 10／ 3(水) アメリカと世界－アメリカという国家のふるまい 古矢 旬（北海道大学法学部） 

3 10／10(水) ジョン・ロックとアメリカⅠ：ロックにおけるアメリカ像 加藤 節（成蹊大学法学部） 

4 10／17(水) ジョン・ロックとアメリカⅡ：アメリカ独立革命とロックの政治思想 加藤 節（成蹊大学法学部） 

5 10／24(水) ウェーバーとアメリカⅠ：資本主義精神の起源をめぐって 亀嶋 庸一（成蹊大学法学部） 

6 10／31(水) ウェーバーとアメリカⅡ：政治と宗教をめぐって 亀嶋 庸一（成蹊大学法学部） 

7 11／ 7(水) 近代日本とアメリカⅠ：「出会い」のもたらしたもの 宮村 治雄（成蹊大学法学部） 

自由大学履修対象講座 

10 回以上出席で 1 講座  

自由大学履修対象講座 

9 回以上出席で 1 講座  
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8 11／14(水) 近代日本とアメリカⅡ：「パトリオティズム」をめぐって 宮村 治雄（成蹊大学法学部） 

9 11／21(水) 容コウから胡適まで－ヤング・チャイナとアメリカ 
村田 雄二郎 

（東京大学教養学部) 

10 11／28(水) 中国革命の中のアメリカ像－孫文と毛沢東 
村田 雄二郎 

（東京大学教養学部） 

11 12／ 5(水) 
思想と「文化」Ⅰ：思想としての「文化概念」 

－文化人類学と多文化主義の源流 

生井 英考 

（共立女子大学国際学部） 

12 12／12(水) 思想と「文化」Ⅱ：技術思想と写真術 
生井 英考 

（共立女子大学国際学部） 

13 12／19(水) 国際関係思想の中のアメリカⅠ：第一次大戦から第二次大戦まで  西崎 文子（成蹊大学法学部） 

14 1／9(水) 国際関係思想の中のアメリカⅡ：冷戦からポスト冷戦へ 西崎 文子（成蹊大学法学部） 

 

● 中近東文化センター ● 
ﾃ ｰ ﾏ：「古の世界を掘り起こした人々－情熱と陰の力（その１）」 

期 間：平成 19年 9月～平成 20年 1月(全 11回) 

曜日・時間：土曜日・午後 1時 30分～3時 

   内   容： 

    発掘を行い、出土したものを整理し、古代を復元することが考古学者の一つの仕事であるが、なかに

は一つの遺跡に全人生をかける場合もある。トロイを発掘したシュリーマンのように大成功を収めたも

のもいれば、報われないまま遺跡を去った者も数多くいた。 

    今回はその第 1 回目として、11 人の学者をとりあげ、何が彼らをそこまで強く発掘に向かわせたの       

かを、彼らを陰で支えた人たちにも光を当てながらみていきたい。 

 

 

大学公開講座のご案内 
   今回は、自由大学履修対象科目として４つの公開講座をご案内します。各講座とも事前申込みの

．．．．．．．．．．．
 

必要はありません。
．．．．．．．．．

会場に直接ご来場ください。当日大学で出欠をとります。 

 

 

● 武蔵野大学 日曜講演会● 

 
回 月 日 講  題 講  師 

第 489回 4／15（日） 親鸞聖人の二つの顔 楠 正弘（武蔵野大学元教授、東北大学名誉教授） 

第 490回 5／20（日） 宇宙に生命を探す 観山 正見（国立天文台台長） 

第 491回 6／17（日） 日本人の信仰心（仮題） 前田 英樹（立教大学文学部教授） 

第 492回 7／15（日） ゴータマ・ブッダ（お釈迦さま）の思想 羽矢 辰夫（青森公立大学経営経済学部教授） 

第 493回 9／16（日） 哲学と宗教（仮題） 中村 孝文（武蔵野大学人間関係学部教授） 

第 494回 10／21（日） 浄土真宗と戒 龍口 明生（龍谷大学文学部教授） 

第 495回 11／18（日） 

‟中高年の抑うつ”からはじまる新
しい人生－寺の中の（寺院の中の）相談

室からの報告－ 

大住 誠（浄土真宗大谷派法閑寺住職、 

大住心理療法研究所所長） 

第 496回 12／16（日） 
「むかしの子産み・子育てから学ぶ」
－伝えたい‟こころ”と‟知恵”－ 

宮里 和子（武蔵野大学看護学部長・教授） 

第 497回 
平成 20 年 
1／13（日） 気というまなざし（仮題） 石田 秀実（九州国際大学経済学部教授） 

第 498回 2／17（日） 世界史の必修 齋藤 諦淳（武蔵野大学学長） 

 

■時 間：午前 10時～11時 30 分（各回とも）■会 場：武蔵野大学グリーンホール（4月のみ雪頂講堂） 

■受講料：無料               ■申込み：不要。当日直接会場へお越しください。 

■問合せ：武蔵野大学 庶務課 Tel 042-468-3114 
 

 

自由大学履修対象講座 

８回以上出席で 1 講座  

自由大学履修対象講座 

7 回以上出席で 1 講座  
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●日本獣医生命科学大学 前期総合文化講座● 
総合テーマ：「野生動物の保護問題」 

 
回 期 日 テ ー マ 講  師 

1 5／11（金） 負のフィードバックが欠けたニホンジカの問題とは？ 
古林 賢恒（ＮＰＯ法人ライチョウ保護 

研究会副理事長） 

2 5／18（金） 世界の野生生物保護活動 草刈 秀紀（野生生物保護学会理事） 

3 6／１（金） 動物政策学入門～ヒトと動物のバリアフリー化時代 
羽山 伸一（日本獣医生命科学大学 

獣医学部准教授） 

4 6／ 8（金） 野生動物の生息地と栄養環境～シカ、クマ、ライチョウ 
時田 昇臣（日本獣医生命科学大学 

 応用生命科学部講師） 

 

■時 間：午後 4時 20分～6時(各回とも) ■会 場：日本獣医生命科学大学第一校舎Ｄ棟第 312講義室 

■定 員：100名（先着順）       ■受講料：無料  

■申込み：不要。当日直接会場へお越しください。 

■問合せ：日本獣医生命科学大学 地域社会生涯学習委員会 Tel:0422－31－4151 

 
●亜細亜大学 地域産学公連携事業 連続討論会「街づくり未来塾」● 

 

 

 
回 期 日 演  題 講  師 

1 5／24(木) 
ガーディアン・エンジェルス流「街づくりの

未来」－犯罪防止パトロール活動を通して－ 

井口 大也（日本ガーディアン・エンジェルス 

武蔵野支部アドバイザー） 

2 5／31(木） 高齢者福祉における地域包括の取組み 
岩竹 芳（桜堤ケアハウス地域包括支援センター 

主任） 

3 6／ 7(木) 
美味健楽めぐりって何？ 

－吉祥寺サンロードが取組む地域活性化－ 

勝俣 淳子（吉祥寺サンロード商店街振興組合 

常任理事/㈱瑠璃代表取締役） 

4 6／14(木) 市民協働による社会福祉の実践 

石戸 昭（テンミリオンハウス『きんもくせい』 

施設長） 

佐藤 祐子（ゆう副会長） 

5 6／21(木) 
市と市民が連携して進める緑化活動と 

自然環境教育 
梅田 彰（環境コンサルタント） 

 

■時 間：午後 4時 10分～5時 40分（各回とも）  ■会 場：亜細亜大学 2号館 227教室 

■参加費：各回 500円       

■問合せ：亜細亜大学 地域産学公連携推進室 Tel 0422-36-2465 

 
●成蹊大学 前期公開講座● 
統一テーマ：「日本史の蹊（こみち）」 

 

回 期 日 テ ー マ 講  師 

1 5／26（土） 北条氏と武田氏 池上 裕子（成蹊大学教授） 

2 6／ 2（土） 江戸時代の経済像：数量経済史が解き明かす新しい姿 松本 貴典（成蹊大学教授） 

3 6／ 9（土） 近代の本の”開国経験”：福沢諭吉と中江兆民を中心に 宮村 治雄（成蹊大学教授） 

4 6／16（土） 日本の数学の歴史 若林 功 （成蹊大学教授） 

 

■時 間：午後１時 30分～3時 30分（各回とも） ■会 場：成蹊大学 8号館 101室 

■受講料：無料                 ■申込み：不要。当日直接会場へお越しください。 

■問合せ：成蹊大学 企画運営課 Tel 0422-37-3535  

 

 

自由大学履修対象講座 

３回以上出席で 0.5 講座  

自由大学履修対象講座 

３回以上出席で 0.5 講座  

自由大学履修対象講座 

３回以上出席で 0.5 講座  
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学生証更新のお手続き 

 平成 15 年度入学の方は、平成 19 年３月末で学生証有効期限が切れております。 

 新学生証を発行いたしますので、写真１枚（縦 3cm×横 2.5cm）をご持参の上、 

事務局までお越し下さい（手数料無料）。 

なお、更新後の学生証は、従来より簡易なものとさせていただきますので、 

ご了解願います。 

 

 

自由大学交流センターの使用について 
 

自由大学生の交流のスペースとして設けた自由大学交流センターです。 

ご利用方法をご確認の上、是非、ご活用下さい。 

開 館 日：平日（土日祝日、年末年始は休館日） 

利用時間：午前 10：00～12：00、午後 13：00～17：00 

利用資格：個人利用…自由大学生 団体…自由大学生が１人以上いる団体 

団体の会議、打合せ、勉強会、団体会報誌の印刷等の利用ができます。（営利目的の場合不可） 

備 品：印刷機１台（100枚以上の印刷）、コピー機１台、机（3人掛 18台）、椅子 54脚 

申込方法：事務局にある使用申請書を提出（使用日の３ヶ月前より受付）して下さい。 

電話予約もできますが、後日必ず使用申請書を提出して下さい。 

そ の 他：茶話会としての飲食は可（アルコール、昼食は不可） 

後片付け、ゴミの持ち帰りは各自お願いします。 

※ 最近、ご利用される団体が大変増えておりますので、場合によっては利用についてある程度の

制約をさせていただく場足がございます。 

 
    健康診断書について 
 

 大学正規科目履修受付（２月）や、寄付講座受講（３月、９月頃）の際に健康診断書を提出いただいていま

す。これは、学生と同じ教室で受講するにあたって結核の有無と健康状態を確認するためです。ご理解をお願

いいたします。なお、健康診断書は、受講受付時から１年以内に受診した各市・区の健診や会社等の健康診断

結果の写し（胸部レントゲン結果と総合所見があるもの）をもって代えることができます。 

 寄付講座や来年度の正規科目を履修するご予定の方は、年に１度の健康診断（武蔵野市の基本健診の場合は

対象が満 40 才以上の市民で、職場などで健診を受診できない方。受診は誕生月とその翌月の２ヶ月間です。）

を受診しておくことをおすすめいたします。 

 

 

 

       武蔵野地域自由大学事務局(交流センター内)           
 

E-mail jiyu-musashino@nifty.com 
 

〒180‐0004  武蔵野市吉祥寺本町２－５－１０ 

       ＴＫ吉祥寺ビル８階   吉祥寺駅北口徒歩７分 

Ｔｅｌ  ０４２２－２０－６３４０   Fax  ０４２２－２０－６３４１ 

        月曜～金曜 １０時～１７時 

 


